
 

 

２０１９年９月１９日 

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 

株式会社ナビタイムジャパン 

 

「車載ディスプレイ用ポータブルスマイリングロード」 

提供開始のお知らせ 

 

損害保険ジャパン日本興亜株式会社（取締役社長：西澤 敬二、以下「損保ジャパン日本興亜」）および株式

会社ナビタイムジャパン（代表取締役社長：大西 啓介、以下「ナビタイムジャパン」）は、トヨタ自動車株式

会社のスマートデバイスリンク※１（以下「ＳＤＬ」）対応車載ディスプレイ搭載自動車の発売に合わせ、 

ＳＤＬに対応した車載ディスプレイで使用可能なポータブルスマイリングロード※２（以下「ＰＳＲ」）の提供

を２０１９年９月から開始しましたのでお知らせします。 

 

１．背景と目的 

損保ジャパン日本興亜とナビタイムジャパンは、お客さまに運転中の安心・安全と快適な運転体験を提供す

るため、２０１６年１月からスマートフォン用カーナビアプリＰＳＲを提供してきました。 

両社は、近年のスマートフォンの画面注視に起因する交通事故が増加している状況の改善と快適な車内 

サービスを提供するために、ＰＳＲを車載ディスプレイで利用できるＳＤＬに対応することとし、 

２０１９年２月からＳＯＭＰＯホールディングスグループのデジタル戦略を推進する SOMPO Digital Lab と

実証実験を開始しました。 

このたび、実証実験によるＳＤＬのニーズと技術的課題の検証が完了したため、ＳＤＬに対応したＰＳＲの

提供を開始することとしました。 

 

２．ＳＤＬ対応したＰＳＲの機能（サービス内容） 

車両にスマートフォンを接続することで、車載ディスプレイ上で、カーナビアプリＰＳＲの機能が利用でき

るようになります。お客さまはスマートフォンと比較して、大きなナビ画面でＰＳＲを操作できるため、より

快適に使用することが可能になります。 

現在提供しているＰＳＲと同様に、ナビタイムジャパンがナビゲーション機能などの技術提供を行い、最新

の地図を用いたルート案内やリアルタイムでの駐車場満空情報・ガソリンスタンド情報の提供に加え、「損保

ジャパン日本興亜独自のアルゴリズムによる安全運転診断」や「過去の事故データを基に開発した事故多発地

点アラート機能」を提供しています。また、安全運転診断の結果、所定の条件を満たす場合は、初めて自動車

保険に加入される方や自動車を増やされる方を対象に、損保ジャパン日本興亜の自動車保険料を最大２０％割

引します。 

  

３.今後について 

 今回のＳＤＬに対応したＰＳＲはｉＯＳ版のみのリリースとなり、Ａｎｄｒｏｉｄ版の開発も検討していま

す。加えて、損保ジャパン日本興亜は、今後もＳＤＬを搭載した他の車載ディスプレイへの対応を予定してい

ます。 



 ナビタイムジャパンは、ＳＤＬ搭載用ＰＳＲの利便性を高めるとともに、さまざまなプラットフォームでの

技術的支援を通じて、利用者が安心・安全に移動できる環境づくりに取り組んでいきます。 

 

※１ スマートデバイスリンク（ＳＤＬ） 

ＳＤＬは、業界標準の車載コネクト用オープンソースです。スマートフォンアプリを車載ディスプレイに表示するための自動

車メーカー、自動車部品メーカーおよびアプリケーション開発者向けの開発ツールを提供します。自動車メーカーやサプライヤ

ーが、ＳＤＬを採用することで、車載ディスプレイ上でスマートフォンアプリを利用でき、運転中の顧客体験を向上させること

が可能となります。詳細はSmartDeviceLink.comをご覧ください。 

 

※２ ポータブルスマイリングロード（ＰＳＲ） 

万一の事故時にワンプッシュで事故連絡する『安心』の機能、運転診断、事故多発地点アラートなど『安全』運転を支援する

機能などを『快適』なカーナビゲーション機能とともに提供するスマートフォン用カーナビアプリです。 

 

<ＳＤＬ搭載用ＰＳＲのイメージ〉 

以 上 

 


